






On the Toxicology of Metals with a Special Emphasis on the Biotransformation 

























































































































































































































































































































































































































R＝0．94018 ● ● R＝0．94592
●●
●
0－4 hr 0－9hr
●
● ● ●
●
●
●
●
●
●
●
R＝0．88634 ● R；0．89204
●
●
●
0　　　　　　20　　　　　40　　　　　60　　　　　　0　　　　　　20　　　　　40　　　　　60　　　　　80
　　　　　　　　　　　　　AMALGAM　SCORE
Fig．5：Amalgam　score　vs．　urinary　Hg　excretion　after　DMPS　administration25）．
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Fig．6：Urinary　Hg　before　and　after　DMPS（300
　　　mg）administration　by　oral　to　volunteers
　　　with　amalgam　and　without　amalgam25）．
Table　3：Urinary　Hg　level　before　and　after　DMPS　challenge　test26）．
Group
Mercury　level±S．　E． Mercury　Concentration±S．　E．
一6to　O　hr（before）　Oto十6hr（after）　－6　to　O　hr（before）　Oto十6hr（after）
Dental　technicians
Dentists
Non－dentaI
10
5
13
4．84±0．742
3．28±1．11
0．783±0．189
μ9
424．0±84．9
162．0±51．2
27．3±3．19
29．7±6．73
19．8±7．19
3．00±0．620
Pt9／liter
481．0±121．0
275．0：ヒ107．0
37．2±15．1
P　values　determined　by　single－factor　analysis　of　variance．　For　urinary　Hg　before　and　after　DMPS：P＜0．001
for　dental　technicians，　P＜0．015　for　dentists　and　P＜0．001　for　non・dental　personnel．　for－6　to　O　hr，　P＜0．001
for　dental　technicians　vs．　non－dental，　P＜0．005　for　dentists　vs．　non－dental，　P＝0．252　for　dental　technicians　vs．
dentists．　For　O　to　6　hr．，　P＜O．OOI　for　dental　technicians　vs．　non・dental，　P＜0．001　for　dentists　vs、　non－dental，
P＝0．0597for　dental　technicians　vs．　dentists．
投与後の水銀排泄量が上昇している．水銀量の高
度負荷が認められた被験者では神経症状も観察さ
れたという．
　Aposhianらはほかの水銀作業従事者について
も同様な試験を行い27），これらの試験を通じて，生
体における水銀負荷がどれ位かを推定するのに
DMPS　challenge　testは優れた方法であることに
確信を持ったようである．DMPSをこのように
challenge　testとして用いる場合にCuやZnと
いった生体の必須元素まで排泄するのではないか
という問題はほとんどなかったという．
　次いでAposhianらは人体の有害金属の負荷を
見る目的で，Asについて，飲用水に比較的高濃度
にAsを含む地域の住民を対象としてchallenge
testを行った15）．結果，　DMPS投与後の尿中の
total　As量は上昇したが，高濃度As飲用群で
monomethylarsonate（MMA）の排泄がdimeth－
ylarsinate（DMA）を上回り，低濃度As群とは異
なった代謝物の比率が得られた．恐らくDMPS
のAs排泄能は無機のAsで最も高く，ついで
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MMA，　DMAの順序になるものとみられる．
　　マウスの実験ではDMSAはAsの排泄は主に
尿中に行われるが，DMPSの場合は胆汁中への排
泄が優位であった28）．ヒトの場合はどうであろう
か，これらの論文では胆汁中排泄について言及し
たものはない．Asを対象としたchallenge　testで
はHgの場合とは異なり代謝物の測定が意味を持
つので，．今後なお基礎研究を行う必要がある．
あ　と　が　き
　Asのbiotransformationについて動物種差の
問題を含めて述べてきたが，動物種差の意義につ
いては今のところまだ明確な結論を出す段階に
至っていない．現在進行しているといわれる動物
のゲノム解析の結果が明らかになれば，この問題
もはっきりすることになるであろう．有害金属拮
抗薬のDMPSはchallenge　testを通じて，今後臨
床応用がさらに進むことが期待される．
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